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寸法が異な るポー
ラ ス コ ン ク リ

ー ト供試体 の 適切 な締 固め量 の 検討
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1．は じめ に

　ポー
ラス コ ン クリ

ー
トは，調合上の 空隙率 の 理論値 と

実測した 空隙率に差が生 じ る こ と が報告され て い る
12

航、

その 原 因として，せ き板効果が挙げられ こ とか らそ の 影

響 に つ い て 検 討する必要がある、，

　本報 告で は，せ き板効果 の 影響 を 調 べ る た め の 基礎実

験 と し て，・∫法が異な る供試体を均
・
に締岡め る ため に

必要な締固め吊 の 検討を行 っ た。

2．試験方法

　実験に使用 した材料を 表 1 に 示す 。 セ メ ン トは緑化コ

ン クリ
ー

トを想定 して，pH が低 くア ルカリ分 の 溶出が少

ない 高炉 セ メン ト B 種，骨材 に も緑化 コ ン クリ
ー

トに 適

した空隙径を作製可能な砕石 5 号および 6 号をそれぞれ

使用 した 、、

　調合は表 2 に 示すよ うに，セメ ン トペ ー
ス トは水セメ

ン ト比を 25％ で
一

定 と し，フ ロ
ー

値を高性能 AE 減水剤 に

よ っ て 約 200mm に 調整 した 粘性 の 高 い もの と した 。 また，

セ メ ン トペ ース ト空隙充填率は代表的な値で あ る 40％ で

一
定 と し，日標 の 空隙率を砕石 5PJ’で 25．5％，砕 石 6Ff で

25，9％ と し た。

　混練方法は セ メ ン トペ ース トプレ ミ ッ クス法と し，ま

ず，セ メ ン ト，水お よ び混和剤 を 容最 50乏の モ ル タル ミ キ

サ に 投入 して 30 秒間練 り混ぜ，セ メ ン トの 掻き落 とし作

業を行 っ た後，さらに 90 秒間練 り混ぜた。次に作製 した

セ メン トペ ー
ス トと骨材を容量 100Eの 2 軸ミキサに投入

して 60秒間練 り混ぜ て ポーラ ス コ ン クリ
ー

トを作製 した。

　型枠 は φ 100 × 200mm （プ ラ ス チ ッ ク製）， φ 150 ×

300mm （鋼製）およびφ200× 400mm （紙製）の 3 種類 の

円柱型枠を使用 し た u
コ ン ク リートの投入方法は表 3 に

示 す よ うに，1 回 に 投入 す る コ ン クリ
ー

トの 層 の 厚 さ を

JISに 準拠 して 10cm と なるよ うに ，φIOOcm
， φ　150cm お

よ び φ200cm の 型枠 に 対 し，それぞれ 2，3 お よ び 4 層詰

め と した 、、また，突き回数は JIS規定で あ る 7cm2 あた り

に 1 回 を基準 と し て，そ の 値 に 対 して 0．75，1，15 お よ

び 2 倍 の 4 水準 とした。

　作製した供試体は，材齢 2 日で脱型を行い ，20℃水中

養牛材齢 14 日 で 容積法に よ る連続空隙率および全空隙率

の 測定を行 っ た後，再び 20 ℃水中養牛を継続 して材齢 28

11で圧縮強度試験を行 っ た。

　圧縮強度試験は，φ［OO× 200mm お よ び φ ［50 × 300mm

表 1 使用 材料

セ メン ト 高炉 セ メン トB種

密度　3．049 ／。 m3

粗 骨 材 砕 石5号 砕 石 6号

表乾 密度 2．61g ／・ m3 表乾 密度 2．629 ／。 m3

吸水率　 1．78 ％ 吸水率 1．64 ％

粒径　　 13〜20mm 粒径 5〜13mm
実積率　 57．5％ 実積率 56．8 ％

混 和 剤 高 性 能 AE減 水 剤

ポ リカル ボ ン酸系

表 2 調合

調

合

粗骨

材種

類

W ／C
（％）

CP
／V
（％）

単 位 質量

（kg／m3 ）

単位

質 量

（9 ／m3 ＞

GWG Sp

15 号 2540293 ．673 ．41500 ．81526 ．9
26 号 298．574 ．61488 ．21552 ．1

注 ）W ／C ：水 セメント比，CP ／V ：セメントペ
ー
スト空 隙 充 填 率 ，

　 C ：セ メン ト，W ：水，G ：粗骨材，
　 Sp ：高性 能AE 減水 剤 （フ ロ

ー
値 200mm を 目指 して

　 対セメン ト質量 比0．52％添加）

表 3 コ ン クリートの 投 入 方 法

型 枠 寸法

　（mm ）

投入

層 数

各層 突き回 数 （対JIS基準）

0．75倍 1倍 1．5倍 2倍

φ100 × 2002 8 111722

φ150 × 300319253850

φ200 × 400433446688

の 供試体 は 硫黄，φ200 ×400mm の 供試休 は 石膏 に よ る両

面キ ャ ッ ピ ン グを施 し て，容量 2000kN 万能試験機を用 い

て行っ た、， なお ，供試休は表乾状態 と し た 、、

3．試験結果 お よ び 考察

　図 1 お よ び 図 2 に 全空隙率 と各層 の 突き回数の 関係を

示す 、図巾の 破線は 調合 よ り算出 した 日標空隙率で ある 、、

図 よ り，ば らつ き は み られ る が，骨材粒径お よ びセ メ ン

トペ ース ト空隙充填率 の 違 い に 関わ らず，突 き回 数 の 増

加 とともに 全空隙率は低下し，J且S 基準 の ［．5 倍以上で ほ

ぼ横ば い の値を示す傾向に あ る 。 し た が っ て ，空隙率の

測定結果からは 」［S 基準 の 1．5 倍 の 突き 回数 で ポ
ー

ラス コ

ン クリートが十分 に 締め固め られたもの と考 え られ る。

また，ほぼ同 じ空隙率を 9 指 して調合を決定 した に も関

わ ら ず，砕石 5 号を使用 した場合の方が全体的に大き な

値を 示 して い る。こ れ は，骨 材 の 粒径が大 き い ほ ど単位

容積 に 占め る骨材 の 表面積 は 小 さくなるこ とか ら， 骨材

表面に 付着する結合材 の 厚さが厚 くなり，骨材接点間 に
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入 り込 む 結合材吊が増加す る こ と で 骨材の実積率が低下

し たため に空隙率が大きくな っ たもの と考えられ る。ま

た，卜分 に 締め岡めを行 っ た場合，砕 イ15号 で は φ200mnl ，

砕石 6 号 で は φ100mm の 型 枠，すな わ ち 骨材最大粒径の

lo 倍程度の直径を有す る 型枠を使用す る こ と で，日標と

する空隙率を満足する供 試休を作製する こ とが lif能 で あ

る こ とがわか っ た。

　図 3 に 圧縮強度 と全空隙率 の 関係を示す 、若 1’の ば ら

つ きがみ られ る が，骨材粒径お よ び型枠寸法の 違 い に関

わらず，ほぼ図巾 の 直線上 に 分布 して い る こ とから，圧

縮強度 の 変化 は 全空隙率 の 変化 に 起 因 し て い るもの と考

え ら れ る 。 そ の た め，締 固め 吊お よ び型枠寸法に よ る せ

き板効果の影響吊 の 稈度が異な っ て い る場合 で も，全空

隙率 の 測定を行 うこ とで 圧縮強度 の 推定が可能 で あ る と

考 え られ る。

4．ま とめ

　本実験 で は型枠寸法がポ
ー

ラ ス コ ン クリ
ー

トの 物 1生に

及ぼす影響を求め る ため の 基礎的実験 として ，3 種類 の 型

枠寸法に適 したポーラ ス コ ン ク リ
ー

トの 締め固め量 の 検

討を行 っ た結果，以下 の知見 を得た 、

1） 型枠 へ の コ ン クリ
ー

トの 投入方法 として，型枠 へ 1

　　回に 投人す るコ ン クリ
ー

トの 層 の 厚さを約 10Cm と し，

　　突 き棒に よ る各層 の 突き回数を JIS基準の 1．5 倍で あ

　　る約 4．6Cm
三

に 1 回 の割合で突き固め る の が適 して い

　　る こ とが わ か っ た。

2） 骨材最大粒径 の 10倍程度 の 直径を有 し た 型枠を使用

　　するこ と で，日標 とする空隙率を満足する供試休を作

　　製す る こ とが可能で あ る こ とが わ か っ た ，

3） 締め固め量およびせ き板効果 の 影響量が異な る 場合

　　でも，空隙率を測定する こ とでその 供試体 の 圧縮強度

　　の 予測が可能で あ る と考え られ る u
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図 1 全 空隙率と突き回数の 関係（砕石 5 号）
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　図 2 全空隙 率と突 き回数の 関係 （砕石 6 号 ）
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　　図 3 圧縮強度と全空隙率 の 関係
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